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1　緒　　口

前報においては、キュポラ設備工場におけるばいじん

（ふんじん）中の金属の採取点別変動、粒径別変動、化

学的形態などを報告したが、それら施設の再調査及び新

たに加えた5工場の調査、並びに同様の鉄鋼関連施設と

して電気炉設備の6工場を比較の為に調査した結果、若

干の知見を得たので報告する。

2　調査方ノ去

基本的には前報と同じであるが、キュポラ、電気炉と

もに集じん装置としてバグフィルター設置工場の他に、

電気集じん機設置工場を加えた。

それぞれの諸元は、Ta．ble‡、TableⅡに示すと

おりである。

Tabl日Ⅰ　キュポラ諸元

工　 場

公称磨解

能 力

（t／／布）

集 じん 基 置

原 材 料

混 合 比

（酵）

コークろヒヒ

（多）

C －4 7 バグフィルター

銑 鉄 15

戻り材 45

鋼 層 40

15

C 仙5 2 バグフィルター

銑 鉄 28

戻 り材 37

鋼 層 3 5

12

C －6 8 バグフィルター

銑 鉄 2 0

戻 り材 37

鋼 層 4 3

13

C － 7 8 電 気 集 じん

銑 鉄 2 0

戻 り材 32

鋼 層 48

13

C－ 8 7 バグフィルター

銑 鉄 27

戻り材 32

鋼 屑 41

12

Table　Ⅱ　　電気炉諸元

工　 場

（炉 型 式 ）

公称溶解

能 力

（t／h ）

集 しん 装 置 製　 品

原 材 料

混 合 比
（舜）

E　 F　 － 1
2 5

ハクフィルター
普 通鋼

鋼 暦 13

タライ粉 1U

（ェルー炉 ） 6

3

特殊 鋼 銑タライ扮 17

新斬 プレス 60

E F － 2

（ェルー炉 ）
ロ 電 気 集　 L ん 鋳　 鉄 タライ粉 100

E F － 3

（ェルー炉 ）
3 バグフィルター 特殊鋼

讐 ラ完 〉70

戻 鋼 30

E F － 4

（ェ ルー炉 ）
1 2 ハダフィルタ∴【 鋳　 鉄

銑タライ粉 93

鋼 帯　 7

E F － 5
（ユノレーー炉及ひ

低 周波炉 〕
0　5 ′てダフィルター 鋳　 鉄

鏡タライ粉 50

戻 鋼 30

故 鏡 20

E F － 6

（ェル十炉 ）
0　5 バ グフィルター 銑　 鉄

銑ダライ粉 66

故 銑　 33

3　分析方法

基本的には前報と同じで、各種金属元素の定量は原子

吸光法、結晶相同定はⅩ繰回折法による。

ヰ　結果及び考察

ヰ．1　はいじんの粒径分布

前額では、工場C－2における粒径分布測定例を報告

したが、本報では工場C－1において繰返し測定した結

果を要約して報告する。

集じん装置入口におけるばいじんの粒径分布測定例を

Flg．1に示し、ばいじん中のFeの測定例をFl乱2

Znの測定例をFlg．3に、その他の金属教程の測定例

をFlg．4に示す。

ばいじんは、総体として小粒径ほど頻度は上昇する傾
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向が見られ、Fe、Zn、Mn、Pbなどの金属類も同様の

憤向を示した。大粒径のばいじん頃度が低いのは、前報

でも考察したように、ダクト、冷却塔などにおいてそれ

らの大部分が落下することによるものと考えられる。また、

それらと異なる慣向を示すNlなどの金属も存在する。

しかしながら、Zn、Pb、Cuなど製品にとって明ら
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ヰ．2　結晶相の検索

前額においては、調査した3工場における採取点別の

試料より同定した化合物の形態を報告したが、本報では、

新たに調査した5工場の主として集じん装置より採取し

かに不純物として存在する金属類は、鋼層の種類、配合

比の変化などにより、含有率、粒径分布ともに常に変動

すると考えられ、更には、ばいじんの粒径分布も本調査

の結果からも確認できるように、操業条件が変るにつれ

て、わずかずつではあっても変動していると考えられる。
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Flg．4　粒径分布（Mn，Pb，Ctl，Nl）

たばいじんの結晶相模索の結果をTableⅢに示す。

C－5において、回折像から明らかにCa∴rbonを認め、

数工場よりNaclを新たに同定したが、総体として前報

における調査結果との問に窟著な差は見い出せなかった。
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その他、前＃C－1（SMT），C－2（SMT，CST，CT）　試料でCa2MgS1205を新たに同定し得た。これらは、

試料でCaAl2S1208を、C－1（SMT），C－2（CST）　いずれもスラッジの一部と考えられるo

Tablo　Ⅲ　ばいじん及びふんじんの結晶相（キュポラ）

工　 場 採　 取　 点 同　　 定　　 し　　 た　　 化　　 合　　 物

C － 4 バ グフィルター α－S l O 2 ，α－ F e20 3，M n F e20 4， F e30 4

C －　5

バ クフィルター α－S l O り，N a A I S 1 30 8 ，C a C 0 3，F 830 4，α－ F e20 3，N a c l・C　　　。（J

冷　　 却　　 塔 α－S l O 2 ，N a A I S 130 8，C a C O 3，C a S 04・2 H 20 ， F e 304，α－F 820 3，C

C － 6 バ グフィルター α－S l 0 2 ，α－ F o20 3，F e30 4，N a c IJ C a C 03

C － 7 電 磯 集 じん 畿 M n F o20 4，α－ F e20 31 N a c l，C a C O 3

C － 8 バ グフィルター α－F e20 3， F e30 4J C a C 0 3，α－ S l 0 2

ヰ．3　電気炉より発生するはいしんとの比較

調査した電気炉設置6工場より採取したばいじん（ふ

んじん）中の主な金属の含有率をTableⅣに、また、

結晶検索結果をTableVに示す。

ばいじん（ふんじん）に含有される金属は、キュポラ

と同様にFe、Mn、Znなどが多く、その形態もぎe30。及

びその固磨体が主体であった。しかしながら、キュポラ

ではコ…クス比が10～20舜に及ぶのに対し、電気炉

においては殆んど使用せず（調査対象工場の中に、使用

している施設が3例あったが、わずか19右前後の投入量

であった。）、従って、電気炉より採取した試料からは

Carbonは倹出されなかった。

Tablo　Ⅳ　金属含有率（電気炉）

元　　　 素 採　 取　 点 単　　　 位 平　　　　　 均 最 小値【 最 大値

F 日
A（カ

酵
16．5 2　0　　　　　　　　 27　4

B（カ 16．9 3　6　　　　　　　 33 6

Z n
A

酵
6　8 0　03　　　　　　　 23　4

B 3　2 0　03　　　　　　　 18　6

M n
A

帝
1．4 0 1　　　　　　　　 3　5

B 0　4 0 1　　　　　　　 1 3

M g
A

帝
2 1 0．6　　　　　　　　　 6．0

B 0　7 0　3　　　　　　　　 1 7

C a
A

酵
8　0 1．2　　　　　　　 18　6

B 4　5 1 2　　　　　　　 16 1

P b
A

P　P m

7，401 235　　　　　　 28，426

B 5，304 63　　　　　 29，533

C r　　 H
A

p　p m

3，272 53　　　　　　 9，083

B 1，822 53　　　　　　 軋852

A

P ‡〕m

8 14 2 67　　　　　　 1，746

C u
B 1！103 232　　　　　　 3，071

N l
A

p p m

2 35　3 21 7　　　　　　　 857　4

B 322　5 36．2　　　　　　　 655　8

C　d
A

p p m
77　4 1 7　　　　　　　 197　2

B 39　5 1，7　　　　　　 196　9

（1）集じん磯堆積ばいじん　（n＝7・・・6工場7施設）

（2）建星集じん磯または作業環境堆積ふんじん　（n＝6）

単位はいずれも粉体乾燥重量当り。
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Table V　ばいじん及びふんじんの結晶相（電気炉〕

工　 場 採　 取　 点 同　　 定　　 し　　 た　　 化　　 合　　 物

E　F － 1

バ グフィルター Z n F e コ○ヰ，Z n O ，F e 30 4，α－F e 20 3

建 星 集 じん 鏡 Z n F e 20 4 ，Z n O ，α－ F e 20 3，α岬 S l O ‘），F e 30 4

E F － 2

電 気 集 じん 磯 F 日30 4，α－F e20 3，α－ S l 0 2

作　 業　 環　 境 α－ S l 0 2 ，F 日304

E F － 3

バグフィルター Z n F e 20 4，F e 30 4，α－ S l O q　　　　　　　　　　　　▲．」

作　 業　 環　 境 α一S l O ＝ C a C O 3 ，F e 30 4，α－ F e20 3

バ グフィルター F e 30 4， Z n F e 20 4，Z n O ，α一 F e203 ，a － S l O ゥ，C a C 03　　　　　　　　　　　　　　　　凹

E　　 － 4
作　 業　 環　 境 α－S l 02 ，a － F 820 3′F e30 4 ，C a C 0 3，N a A I S 130 8，α－F e203 ，C a A l2S 120 8

E　F －　5

バクフィルター Z □F e20 4，F e 30 4，α－ S l Oq，α－F e20 3， C a C O 3　　　　　　　　　　　　▲．J

作　 業　 環　 境 α一 S l O り，C a C O 3 ，C a S l 0 3，N a A I S 1 30 8，C a A l2S 120 8 ，F e 30 4　　JJl

E F 叫 6 き

バ グフィルタ∴－ α－S l O 2，N a A I S 1 30 8， C a C 0 3，F e 30 4

作　 業　 環　 境 α－S l O 2，N a A I S 1 30 8 J C a C 0 3，α～F e 20 3

5　ま　と　め

（1）工場C－1集じん装置入口において、ばいじんの粒

径分布測定を繰返し行ったが、多少の変動を認めつつ

も、総体として小粒径ほど頻度が上昇する債向がみら

れ、また、重金属賛もおおむね同様の傾向を示し、極

端に異なる傾向を示した元素は殆んど無かった。これ

は、前額でも報告したように、長いダクトや冷却塔の

存在が、集じん装置に送り込まれる粒子径に影響を及

ぼしていると考えられる。

（2）新たに5工場の主として菓じん装置より採取したば

いじんに含まれる化合物の形態を検索したが、既詞査施

設において検索した結果と著しい差は認められなかっ

た。

（3）キュポラと同様の鉄鋼関連施設として、電気炉より

発生するばいじん（ふんじん）について、金属含有率

の測定、結晶相の検索などを行ない比較を試みたが、

やはりFe、賦払Znなどが主体で、普通銅生産施設に

おいてZnか相対的に高い値を示し、Ca．ぎbonがい

ずれの施設からも認められなかった他は、顕著な差は

見い出せなかった。

ー19州


